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作    成 昭和６３年１２月 ６日 

変    更 令和 ７年 ２月 ４日 

作成部隊等名 補給統制本部通信電子部 

1 総則 

1.1 適用範囲 

 この仕様書は，防衛統合ディジタル通信網などを構成するために，ディジタル無線装置，監視制御

装置などと組み合せて使用する伝送端局の次の装置（以下，“装置”という。）の総合的な仕様及び

共通的事項について規定する。 

a) 網同期装置        ＧＣＴ－ＤＮ７００，ＤＣＴ－ＤＮ７０１ 

b) クロック分配装置     ＧＣＴ－ＤＮ７０２ 

c) 同期多重端局装置     ＧＣＴ－ＤＮ７１０－（ ） 

d) マルチメディア多重化装置 ＧＳＰ－ＤＮ７００，ＧＳＰ－ＤＮ７０１ 

e) 多重変換装置       ＧＣＴ－ＤＮ７１１ 

f) 多重変換装置       ＧＣＴ－ＤＮ７１２ 

g) 多重変換装置       ＧＣＴ－ＤＮ７１３－（ ） 

h) 連接装置         ＧＣＴ－ＤＮ７２０－（ ） 

i) 統合多重化装置      ＧＣＴ－ＤＮ７１５，ＧＣＴ－ＤＮ７１６ 

j) 符号変換装置       ＧＣＶ－ＤＮ７００ 

k) ＰＣＭ－ＦＤＭ変換装置  ＧＣＶ－ＤＮ７０１ 

l) Ａ／Ｄ変換装置      ＧＣＶ－ＤＮ７０２ 

m) 終端信号装置       ＧＣＴ－ＤＮ７３０ 

n) ディジタル配分装置    ＧＣＴ－ＤＮ７３１ 

o) 光伝送装置        ＧＣＴ－ＤＮ７３２ 

p) 切換装置         ＧＣＴ－ＤＮ７３３ 

1.2 用語及び定義 

 この仕様書で用いる用語及び定義は，次によるほか，ＮＤＳ Ｃ ０００２及びＧＬＴ－ＣＧ－Ｃ

０００００１による。 

1.2.1 

スタッフ同期多重化方式 

 複数あるうちのどの被多重信号（低次群信号）よりもわずかに早い速度のクロックで入力信号を読

み出すことによって同期させて得られる信号を多重化する方式をいう。 

1.2.2 

ハイアラーキ 

 各種情報を多重化するときの多重化ステップをいう。 

1.2.3 



- 2 - 

ベアラ信号 

データ信号の伝送形態で，情報６ビットにＦ，Ｓビットを付加した６＋２エンベロープ構成とす

るため，伝送速度が，３．２ ｋｂｐｓ，６．４ ｋｂｐｓ，１２．８ ｋｂｐｓ，６４ ｋｂｐｓの４

種に統合されていることをいう。 

1.2.4 

同期多重化方式 

網同期技術によって複数のディジタル信号の周波数を完全に一致（同期化）させた上で，時分割

多重する方式をいう。 

1.2.5 

網同期 

ディジタル伝送路網全体のディジタル信号のクロック周波数を一致させ，網全体を一つの同期系

とすることをいう。 

1.2.6 

弱結合従属同期方式 

基本的には，網内に一つの主発振器をもち，伝送路を介して上位局の周波数に順次同期するもの

で，従属局もかなり高精度の発振器をもち，クロック分配路を介して与えられる上位局の周波数を参

照し，統計処理を加え，自己の発振周波数を修正する方式をいう。 

1.2.7 

相対レベル（ｄＢｒ） 

伝送系のある点とその伝送基準点（音声２Ｗの発局交換点）における電力比をデシベルで表した値

をいう。図1において伝送系のある点Ａの絶対レベルＤＡ（ｄＢｍ），基準点のレベルをＤＯ（ｄＢ

ｍ）とすれば，Ａ点の相対レベルＤｒは，Ｄｒ（ｄＢｒ）＝ＤＡ（ｄＢｍ）－ＤＯ（ｄＢｍ）となる

ことをいう。 

 

 

 

 

 

 

1.2.8 

２Ｗ 

２線式回線をいう。 

1.2.9 

４Ｗ 

４線式回線をいう。 

1.2.10 

ＡＤＰＣＭ符号化 

音声信号の標本値間の相関関係を利用して過去の入力信号から現在の入力信号を予測し，予測誤差

（差分）信号を量子化することをいう。 

1.2.11 

ＡＭＩ 

ＤＡ（ｄＢｍ） 

Ａ点 

ＤＯ（ｄＢｍ） 

伝送基準点 

０（ｄＢｒ） Ｄｒ 

図1－相対レベル 
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Ａｌｔｅｒｎａｔｅ Ｍａｒｋ Ｉｎｖｅｒｓｉｏｎの略語であり，２進符号の“１”に対して正及び負極性符号を交互に

送出し，また，“０”に対して零電位を対応することによって直流分を抑圧した符号をいう。 

1.2.12 

Ｂ８ＺＳ 

Ｂｉｐｏｌａｒ ｗｉｔｈ ８ Ｚｅｒｏｓ Ｓｕｂｓｔｉｔｕｔｉｏｎ Ｃｏｄｅｓの略語であり，バイポーラ符号列の“０”が８個

連続するブロックを取り出し，これを別に用意した特殊なパターンに置換し，送出する符号をいう。 

1.2.13 

ＣＭＩ 

Ｃｏｄｅｄ Ｍａｒｋ Ｉｎｖｅｒｓｉｏｎ Ｃｏｄｅｓの略語であり，入力符号の“０”に対しては“０，１”を，

“１”に対しては，“０，０”“１，１”を交互に送出する符号をいう。 

1.2.14 

ＰＣＭ符号化 

信号波の波形に応じて変化させた振幅値を更にパルスの有無の組合せで表した符号に変換すること

をいう。 

1.2.15 

ＴＳ 

Ｔｉｍｅ Ｓｌｏｔの略語であり，同期性をもって繰り返される時間間隔のうち，はっきりその時間位置及

び用途が決まっているもののことをいう。例えば各チャネルに割り当てられるフレーム上の特定の位

置をチャネルタイムスロットといい，ディジタル１次群の場合は，２４個のＴＳに分けられることを

いう。 

1.3 引用文書 

この仕様書に引用する次の文書は，この仕様書に規定する範囲内において，この仕様書の一部を成

すものであり，入札書又は見積書の提出時における最新版とする。 

a) 規格 

ＮＤＳ Ｃ ０００２      地上用電子機器通則 

ＮＤＳ Ｚ ８２０１      標準色 

b) 仕様書 

ＤＳＰ Ｚ ９００８      品質管理等共通仕様書 

ＧＬＴ－ＣＧ－Ｃ０００００１ 陸上自衛隊電子機器共通仕様書 

ＧＬＴ－ＣＧ－Ｚ０００００１ 陸上自衛隊装備品等一般共通仕様書 

c) 法令等 

国際電気通信連合 電気通信標準化部門（ＩＴＵ－Ｔ）勧告 

 

2 製品に関する要求 

2.1 設計条件 

設計条件は，次による。 

a) この装置は，ＮＤＳ Ｃ ０００２の 2.1 及び 2.3 を適合条件とする。ただし，やむを得ない場合

は，全て契約担当官等に申し出て承認を受ける。 

b) この装置は，ＩＴＵ－Ｔ勧告に準拠する。 

c) 主要諸元は，表1による。 
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表1－主要諸元 

番号 項目 諸元 摘要 

１ 伝送容量 最大 ３２ Ｍｂｐｓ － 

２ 音声符号化方式 a) ３２ ｋｂｐｓＡＤＰＣＭ符号化 

b) ６４ ｋｂｐｓＰＣＭ符号化 

－ 

３ 多重化方式 時分割多重化（ＴＤＭ）とし，次による。 

a) ディジタル１次群以下 同期多重化 

b) ディジタル２次群以下 スタッフ多重化 

－ 

４ データ伝送方式 ディジタルデータ伝送 － 

５ ディジタルハイ

アラーキ 

図2による。 － 

６ 網同期方式 弱結合従属同期 － 

７ 局内クロック a) １ ５４４ ＭＨｚクロック 正弦波 

b) ６４ ｋＨｚ＋８ ｋＨｚクロック 複合バイポー

ラ 

－ 

８ 音声周波数帯域 ０．３ ｋＨｚ～３．４ ｋＨｚ － 

９ 音声標準入出力

レベル 

a) ２Ｗ 入力 ０ ｄＢｒ 

b) ２Ｗ 出力 －８ ｄＢｒ 

c) ４Ｗ 入力（４ＷＳ） －８ ｄＢｒ 

d) ４Ｗ 出力（４ＷＲ） ＋４ ｄＢｒ 

－ 

１０ 標準伝送速度 a) ベアラ信号 ３．２ ｋｂｐｓ，６．４ ｋｂｐ

ｓ，１２．８ ｋｂｐｓ及び６４．０ ｋｂｐｓ 

b) ディジタル１次群 １．５４４ Ｍｂｐｓ 

c) ディジタル２次群 ６．３１２ Ｍｂｐｓ 

d) ディジタル３次群 ３２．０６４ Ｍｂｐｓ 

e) ２ Ｍディジタルインタフェース ２．０４８ 

Ｍｂｐｓ 

－ 

１１ 符号形式 a) ベアラ信号 ＡＭＩ 

b) ディジタル１次群 Ｂ８ＺＳ 

c) ディジタル２次群 Ｂ８ＺＳ 

d) ディジタル３次群 ＡＭＩ 

e) ２ Ｍディジタルインタフェース ＣＭＩ 

－ 

１２ フレーム構成 a) ベアラ信号 ベアラ信号は，図3による。 

b) ディジタル１次群 ディジタル１次群は，図4に

よる。 

c) ディジタル２次群 ディジタル２次群は，図5に

よる。 

d) ディジタル３次群 ディジタル３次群は，図6に

よる。 

－ 
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表1－主要諸元（続き） 

番号 項目 諸元 摘要 

１２ フレーム構成

（続き） 

e) ２ Ｍディジタルインタフェース ２ Ｍディジ

タルインタフェースは，図7による。 

－ 

１３ 標準入出力レベ

ル 

a) ベアラ信号 ３ ＶＯ－Ｐ 

b) ディジタル１次群 ３．１５ ＶＯ－Ｐ 

c) ディジタル２次群 ２ ＶＯ－Ｐ 

d) ディジタル３次群 ２ ＶＯ－Ｐ 

e) ２ Ｍディジタルインタフェース ３ ＶＯ－Ｐ 

－ 

１４ 標準入出力イン

ピーダンス 

a) ベアラ信号 １１０ Ω平衡 

b) ディジタル１次群 １１０ Ω平衡 

c) ディジタル２次群 ７５ Ω平衡 

d) ディジタル３次群 ７５ Ω平衡 

e) ２ Ｍディジタルインタフェース １１０ Ω平

衡 

－ 

１５ データ端末イン

タフェース 

a) 非同期式１ ２００ ｂｐｓ以下 ＩＴＵ－Ｔ勧

告 Ｘ．２０／Ｖ．１０及びＩＴＵ－Ｔ勧告 

Ｖ．２４／Ｖ．２８ 

b) 同期式２ ４００ ｂｐｓ～９ ６００ ｂｐｓ 

ＩＴＵ－Ｔ勧告 Ｘ．２１／Ｖ．１１及びＩＴＵ

－Ｔ勧告 Ｖ．２４／Ｖ．２８ 

c) 同期式１４．４ ｋｂｐｓ，１９．２ ｋｂｐｓ

ＩＴＵ－Ｔ勧告 Ｖ．２４／Ｖ．２８ 

d) 同期式４８ ｋｂｐｓ ＩＴＵ－Ｔ勧告 Ｘ．２

１／Ｖ．１１及びＩＴＵ－Ｔ勧告 Ｖ．３５ 

e) 同期式６４ ｋｂｐｓ×ｎ ＩＴＵ－Ｔ勧告 Ｘ．

２１／Ｖ．１１及びＩＴＵ－Ｔ勧告 Ｖ．３５ 

ｎ＝１，２，３，

４，５，６，

１２，１６，

２４ 

１６ 周波数確度 a) 主局用 ±１×１０－９以下 

b) 従局用 ±３×１０－９以下 

－ 

１７ 回線切換単位 １ ５４４ Ｍｂｐｓ － 

１８ 入力電源 a) ＤＣ－４８ Ｖ±１０ ％ 

b) ＤＣ－２４ Ｖ±１０ ％ 

c) ＡＣ１００ Ｖ±１０ ％（５０ Ｈｚ又は６０Ｈ

ｚ） 

d) ＡＣ２００ Ｖ±１０ ％（５０ Ｈｚ又は６０Ｈ

ｚ） 

直流は，ＤＣ－４

８ Ｖ±１０ ％を

標準とする。 

交流は，ＡＣ１０

０ Ｖ±１０ ％

（５０ Ｈｚ又は

６０ Ｈｚ）を標

準とする。 

１９ 標準ブロック系

統図 

図8及び図9による。 － 
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2.2 部品・材料・加工方法 

部品，材料及び加工方法は，ＧＬＴ－ＣＧ－Ｃ０００００１の2.1による。ただし，やむを得ない

場合は，承認図面による。 

2.3 構造・形状 

構造及び形状は，次による。 

a) 構造は，きょう体金属架構造である。 

b) この装置の各ユニットなどは，特殊なものを除き，プラグイン方式である。 

c) この装置の保守及び整備は，特殊なものを除き，前面から容易に行うことが可能である。 

2.4 塗装・塗色 

塗装及び塗色は，次による。 

a) 塗装は，ＧＬＴ－ＣＧ－Ｚ０００００１の2.2，ＮＤＳ Ｃ ０００２の3.3.6及びＧＬＴ－ＣＧ

－Ｃ０００００１の2.3による。 

b) 塗色は，ＮＤＳ Ｚ ８２０１（標準色）の色番号２３０５［ベージ（１） １０ＹＲ ８／２］を

標準とする。ただし，これによらない場合は，承認図面による。 

2.5 性能 

この装置は，周囲温度＋５ ℃～＋３５ ℃，相対湿度４５ ％～８５ ％において，次の性能を満足

し，試験方法及び性能は，個別仕様書で規定する。 

a) 電気的性能は，ＮＤＳ Ｃ ０００２の2.3とし，直流電源は，－４８ Ｖ，交流電源は，１００ 

Ｖ±１０ ％（５０ Ｈｚ又は６０ Ｈｚ）を標準とする。 

b) 機械的性能は，ＮＤＳ Ｃ ０００２の2.1.11による。 

2.6 製品の表示 

製品の表示は，ＧＬＴ－ＣＧ－Ｚ０００００１の2.3，ＮＤＳ Ｃ ０００２の2.1.13並びにＧＬＴ

－ＣＧ－Ｃ０００００１の2.5及び2.6とし，細部は，承認図面による。 

2.7 品質管理 

品質管理は，ＤＳＰ Ｚ ９００８とし，要求事項は，ＤＳＰ Ｚ ９００８の表1のｃによる。 

 

3 品質保証 

監督及び検査は，契約担当官等が定める監督・検査実施要領による。 

 

4 出荷条件 

4.1 包装 

包装は，商慣習による。ただし，官側から指示のない限り，輸送方法に適応した方法による包装を

行う。 

4.2 包装の表示 

包装の表示は，ＧＬＴ－ＣＧ－Ｚ０００００１の4.2.3とし，個装及び内装の表示は，商慣習によ

る。 

 

5 その他の指示 

5.1 承認用図面 

承認用図面は，ＧＬＴ－ＣＧ－Ｃ０００００１の箇条4による。 

5.2 取扱説明書 
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取扱説明書は，ＧＬＴ－ＣＧ－Ｃ０００００１の5.1 b)による。 

5.3 試験成績書 

試験成績書は，ＧＬＴ－ＣＧ－Ｃ０００００１の箇条7による。 

5.4 整備資料 

整備資料は，ＧＬＴ－ＣＧ－Ｃ０００００１の5.2 a)による。 

5.5 納入書類 

納入書類は，ＧＬＴ－ＣＧ－Ｃ０００００１の5.1 b)及び5.2 a)とし，納入先及び数量は，調達要

領指定書によって指定する。 

5.6 提出資料 

提出資料は，ＧＬＴ－ＣＧ－Ｃ０００００１の表2とする。 

5.7 官側の支援 

契約の相手方は，この契約の履行に当たり，官側が認める場合，次の事項について官側の支援を受

けることが可能である。 

a) 官側の保有するデータ，資料などの閲覧に関する事項 

b) 試験など契約の相手方自身で行うことが不可能であり，官側の支援が必要な事項 

c) 官側の保有する施設，設備，機器，電力，用水などの使用及び操作に関する事項 

d) その他契約履行に必要な事項 

5.8 仕様書に関する疑義 

この仕様書に関する疑義は，ＧＬＴ－ＣＧ－Ｚ０００００１の8.3による。 
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ＥＸ ＭＵＸｄ） 

Ｍ－ＴＤＭｃ）

６ Ｍ ＭＵＸb) 

３２ Ｍ 

ＭＵＸａ） 

無
線
機 

無
線
機 

無
線
機 

１次群 ２次群 ３次群 

×４ ×５ 

ベアラ信号 

音 声 

シグナリング 

２Ｍディジタル 

インタフェース 

２．０４８ Ｍｂｐｓ 

１．５４４ Ｍｂｐｓ ６．３１２ Ｍｂｐｓ ３２．０６４ Ｍｂｐｓ 

凡 例 

注ａ） ３２ Ｍ ＭＵＸ ： ３２Ｍ多重変換装置 

注ｂ） ６ Ｍ ＭＵＸ  ： ６Ｍ多重変換装置 

注ｃ） Ｍ－ＴＤＭ    ： マルチメディア多重化装置 

注ｄ） ＥＸ ＭＵＸ   ： 統合多重化装置 

図2－ディジタルハイアラーキ 
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Ｆ Ｄ１ Ｄ２ Ｄ３ Ｄ４ Ｄ５ Ｄ６ Ｓ Ｆ Ｄ１ Ｄ２ Ｄ３ Ｄ４ Ｄ５ Ｄ６ Ｓ Ｆ 

 

 

 

 

 

 

端末速度とベアラ速度との関係（参考） 

端末速度 同期・非同期 ベアラ速度 

３００ ｂｐｓ以下 非同期 ３．２ ｋｂｐｓ 

１ ２００ ｂｐｓ以下 非同期 ６．４ ｋｂｐｓ又は１２．８ ｋｂｐｓ 

２ ４００ ｂｐｓ以下 同期 ３．２ ｋｂｐｓ 

４ ８００ ｂｐｓ以下 同期 ６．４ ｋｂｐｓ 

９ ６００ ｂｐｓ以下 同期 １２．８ ｋｂｐｓ 

４８ ｋｂｐｓ 同期 ６４ ｋｂｐｓ 

 

 

 

 

図3－フレーム構成（ベアラ信号） 

  

１ １ ０ 

１，０を交互にとる。 

データビット 

１エンベロープ 
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 

マルチフレーム（数字は，フレーム番号を示す。） 

 

 

 

 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 

フレーム    ０    ０    １    ０    １    １ 

ＣＲＣ  Ｅ    Ｅ    Ｅ    Ｅ    Ｅ    Ｅ   

ＤＡＴＡ Ｄ  Ｄ  Ｄ  Ｄ  Ｄ  Ｄ  Ｄ  Ｄ  Ｄ  Ｄ  Ｄ  Ｄ  

 

 

 

図4－フレーム構成（ディジタル１次群） 

  

３ ｍｓ 

１２５ μｓ 

２４×８ビット 

Ｆビット 

1 2 3 4 5 6 7 8 ビット配置 

Ｄ：データリンクビット 

Ｅ：エラーチェックビット 

フレーム（数字は，ＴＳ番号を示す。） 
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図5－フレーム構成（ディジタル２次群） 

  

Ｇユニット G 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 

＃２ ＃１ 

G 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 Ｇフレーム G 1 2 

14 

フレーム フレーム フレーム 

24 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

フレーム 

マルチフレーム（１ １７６ディジット） 

13 15 16 17 18 19 20 21 22 23 1 24 2 3 4 5 
マルチ 

フレーム 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 1 2 3 4 5 
Ｇパルス 

F0 

Ｆパルス 

（フレーム同期） 
F1 F0 F1 F0 F1 F0 F1 F0 

ＭＦパルス 

（マルチフレーム 

同期） M1 M3 M2 SEND（対局警報） 送出 “1”レベル 

停止 “0”レベル 

F0，F1の位置でスクランブラー， 

デスクランブラーをリセット 

S11 S12 S13 S21 S22 S23 S31 S32 S33 S41 S42 S43 
Ｓパルス 

（スタッフパルス） 

V1 V2 V3 V4 Ｖパルス 

（スタッフパルス） 

SYS1 SYS2 SYS2 SYS4 

スタッフパルス 

挿入状態 
＃６Ｇフレーム 

＃１Ｇユニット 

Ｇ６ 

＃１２Ｇフレーム 

＃１Ｇユニット 

Ｇ１２ 

＃１８Ｇフレーム 

＃１Ｇユニット 

Ｇ１８ 

＃２４Ｇフレーム 

＃１Ｇユニット 

Ｇ２４ 

     F1      F1      F1      F1 
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図6－フレーム構成（ディジタル３次群） 

  

Ｇユニット 

Ｇパルス 

1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 

＃１ ＃２ ＃３ 

Ｇフレーム 
G 1 2 3 4 5 6 7 62 63 G 

３２０ディジット 

1 2 3 4 5 6 

１ ９２０ディジット 

フレーム 1 

Ｇパルス列 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 

フレーム同期 

パルス 

1 1 0 1 0 0 0 1 0 1 

F1 F2 

SEND対局警報 
転送時  “1” 

非転送時 “0” 
対局警報 

（SEND） 

パルス 

S11 
S21 
S31 
S41 
S51 S12 

S22 
S32 
S42 
S52 S13 

S23 
S33 
S43 
S53 スタッフ指定 

（Ｓ）パルス 

補助（Ｓ） 

パルス 
0 0 

パリティビット 

低次群切換信号 
転送時  “1” 

非転送時 “0” 

可変タイムスロット（Ｖ） 

（スタッフパルス挿入位置） 1 G 2 

       

Ｖ１ 

６Ｇフレーム 

１Ｇユニット 

ＳＹＳ－１ 

1 G 2 

       

Ｖ２ 

６Ｇフレーム 

１Ｇユニット 

ＳＹＳ－２ 

1 G 2 
       

Ｖ３ 

６Ｇフレーム 

１Ｇユニット 

ＳＹＳ－３ 

1 G 2 

       

Ｖ４ 

６Ｇフレーム 

１Ｇユニット 

ＳＹＳ－４ 

1 G 2 
       

Ｖ５ 

６Ｇフレーム 

１Ｇユニット 

ＳＹＳ－５ 
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図7－フレーム構成（２ Ｍディジタルインタフェース） 

  

TS 

0 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 

CH ① ㉚ ㉙ ㉘ ㉗ ㉖ ㉕ ㉔ ㉓ ㉒ ㉑ ⑳ ⑲ ⑱ ⑰ ⑯ ⑮ ⑭ ⑬ ⑫ ⑪ ⑩ ⑨ ⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② 空 

１２５ μｓｅｃ 

 

F 

 

MF 

 

S 

ST 

1 

 

2 

 

3 

 

4 

 

5 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 伝送符号 ： ＣＭＩ 

Ｆ ：フレーム同期（8 kHz）用ビット（“1”のバイオレーション） 

ＭＦ：マルチフレーム同期用ビット 

Ｓ ：対装置警報（アラーム時“1”，正常時“0”） 

Ｘ ：“1”に固定 

F 0 S X X X X X 

F 1 S ① ② ③ ④ ⑤ 

F 1 S ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ 

F 1 S ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ 

F 1 S ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳ 

F 1 S ㉑ ㉒ ㉓ ㉔ ㉕ 

F 1 S ㉖ ㉗ ㉘ ㉙ ㉚ 

F 1 S X X X X X 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

MF No. 

対応するＣＨのシグナリング 
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352K IF 

VA IF｢｣ 

SIG3A 

DIF｢｣ 

1.5M IF｢｣ 

OCU｢｣ 

DMUX 

MUX 

4W R 
+4dBr 
600Ω 

4W S 
-8dBr 
600Ω 

0dbr 
600Ω 
2W 

Ｖシリーズ 
Ｘシリーズ 
端末 

Ｖシリーズ 
Ｘシリーズ 
端末 

-8dBr 
600Ω 

DSU｢｣ 

DIF｢｣ 

2M 

IF2 

2M 

IF1 

1.5M 

IF4 

VAIF 
｢｣ 

OCU 
｢｣ 

1.5M 

IF 

1.5M 

IF TSW 

 

TST 

CONT 

PRT 

CLK 

DIS 

B-U 

U-B 

1.5M 

IF 

MIX 

SW 

CONT 

SV 

IF 

 

 

Ｉ 

Ｆ 

２ 

T MUX 

CLK 

DIS 

OSC 

DP- 

PLL 

DDF 

2 048 
Mbps 

２
Ｍ 

Ｉ
Ｆ 

PCM 
| 
AD 
PCM 
AD 
PCM 
| 

PCM 

2M 
IF1 

2 048 
Mbps 

2 048 
Mbps 

２
Ｍ 

Ｉ
Ｆ 

TCOD DDF VSE DDF 
M-TDM 

VDF TC VDF 

R/G 

SIG 
3A 

・ 

HYB RING 

SIG S 

SIG R 

DDF A/D TR 

TCOD 

２
Ｍ 

Ｉ
Ｆ 

PCM 
| 
AD 
PCM 

２
Ｍ 

Ｉ
Ｆ 

AD 
PCM 
| 

PCM 

2.048 
Mbps 

1.544 
Mbps 

既設 
FDM 回線 
基礎群×２ 

CH IF COM CH IF 

1.5 

Ｍ 

DDF SMT DDF 6M MUX 

1.544 
Mbps 

NSE-｢｣ 

1.544MHz 
クロック 

U-B 

B-U 

DDF 32M MUX 

B-U 

U-B 

MUX 

DMUX 

U-B 

B-U 

1.544 
Mbps 

6.312 
Mbps 

32.064 
Mbps 

32M S 

32M R 

監視制御装置へ 

1.5M SW 

COUP 

CONNECT COM 

 

 

Ｉ 

Ｆ 

２ 

1.5 

Ｍ 

DSU｢｣ 

要地通信等 

準動画端末 

警備監視システム 

野外搬端等 

CONNECT TRM 

Ｖシリーズ 
Ｘシリーズ 
端末 

注記1 本図は，伝送容量が32 Mbps（大容量幹線）の場合の一例を示す。 

注記2 6 M MUX，32 M MUX，1.5 M SW，DF装置，NSE-｢｣ などは，回線規模に応じて構成が変更される。 

注記3 凡例は，表2による。 

図8－ブロック系統図 
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MUX 

DMUX 

 

4W R 
+4dBr 
600Ω 

4W S 
-8dBr 
600Ω 

0dbr 
600Ω 
2W 

Ｖシリーズ 
Ｘシリーズ 
端末 

Ｖシリーズ 
Ｘシリーズ 
端末 

-8dBr 
600Ω 

DSU｢｣ 

DIF｢｣ 

2M 

IF2 

2M 

IF1 

1.5M 

IF｢｣ 

VAIF 
｢｣ 

OCU 
｢｣ 

TSW 

T MUX 

DDF 

2 048 
Mbps 

２
Ｍ 

Ｉ
Ｆ 

PCM 
| 
AD 
PCM 
AD 
PCM 
| 

PCM 

2M 
IF1｢｣ 

2 048 
Mbps 

2 048 
Mbps 

２
Ｍ 

Ｉ
Ｆ 

TCOD DDF VSE DDF EX MUX 

VDF TC VDF 

R/G 

SIG 
｢｣ 

・ 

HYB RING 

SIG S 

SIG R 

DDF A/D TR 

TCOD 

２
Ｍ 

Ｉ
Ｆ 

PCM 
| 
AD 
PCM 

２
Ｍ 

Ｉ
Ｆ 

AD 
PCM 
| 

PCM 

2.048 
Mbps 

1.544 
Mbps 

既設 
FDM 回線 
基礎群×２ 

｢｣IF-U 

注記1 本図は，伝送容量が39 Mbps，52 Mbpsの場合の一例を示す。 

注記2 EX MUXの構成，1.5 M SW，DF装置 などは，回線規模に応じて構成が変更される。 

注記3 凡例は，表2による。 

図9－ブロック系統図 

 

 

 

 

 
 

 

1.5M 

IF｢｣ 

1.5M 

IF｢｣ 

6M MUX｢｣ 

 

DP- 

PLL 

CLK 

DIS 

352KIF｢｣ 

VA IF｢｣ 

SIG ｢｣ 

192kIFS｢｣ 

1.5M IF｢｣ 

OCU｢｣ 

｢｣IF-U TRM 

基準 
クロック 

NSE-U 

DSU｢｣ 

野外搬端等 

要地通信等 

準動画端末 

警備監視システム 

Ｖシリーズ 
Ｘシリーズ 

端末 

｢｣IF-U 

DDF 

1.544 
Mbps 

B-U 

U-B 

U-B 

B-U 

｢｣IF-U 

6.312 
Mbps 

6M S 

6M R 

DDF 

DDF 

1.5M 

IF 

MIX 

SW 

CONT 

SV 

IF 監視制御装置へ 

1.5M SW 
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表2－凡例 

番号 略語 名称 

1 32 Ｍ ＭＵＸ 32 Ｍ多重変換装置 

2 6 Ｍ ＭＵＸ 6 Ｍ多重変換装置 

3 ＳＭＴ 同期多重端局装置 

4 Ｍ－ＴＤＭ マルチメディア多重化装置 

5 ＴＣＯＤ 符号変換装置 

6 ＮＳＥ－「 」 網同期装置 

7 ＴＣ 終端信号装置 

8 ＤＤＦ ディジタル用配分装置 

9 ＶＤＦ 音声配分架 

10 1.5 Ｍ ＳＷ 1.5 Ｍ切換装置 

11 ＶＳＥ 中継線個別秘匿装置 

12 ＤＳＵ データ回線終端装置 

13 Ａ／Ｄ ＴＲ Ａ／Ｄ変換装置 

14 Ｔ ＭＵＸ ＰＣＭ－ＦＤＭ変換装置 

15 ＣＯＵＰ 連接装置 

16 ＥＸ ＭＵＸ 統合多重化装置 

17 Ｕ－Ｂ ユニポーラ－バイポーラ変換 

18 Ｂ－Ｕ バイポーラ－ユニポーラ変換 

19 ＭＵＸ 多重変換 

20 Ｄ ＭＵＸ 分離変換 

21 ＴＳＷ 時間スイッチ部 

22 ＴＳＴ 試験部 

23 ＣＯＮＴ 操作部 

24 ＰＲＴ プリンタ部 

25 ＣＬＫ ＤＩＳ クロック分配部 

26 ＣＨ ＩＦ チャネル収容部 

27 ＣＯＭ 基本共通部 

28 1.5 ＭＩＦ「 」 1.5 Ｍインタフェース盤 

29 2 ＭＩＦ「 」 2 Ｍインタフェース盤 

30 ＶＡＩＦ「 」 アナログ音声チャネル盤 

31 ＳＩＧ「 」 シグナリングチャネル盤 

32 ＯＣＵ「 」 局内回線終端盤 

33 ＤＩＦ「 」 データインタフェース盤 

34 ＰＣＭ－ＡＤＰＣＭ ＰＣＭ－ＡＤＰＣＭ変換 

35 ＡＤＰＣＭ－ＰＣＭ ＡＤＰＣＭ－ＰＣＭ変換 

36 ＨＹＢＲＩＮＧ 終端信号盤 

37 ＯＳＣ 発振盤 

38 ＤＰ－ＰＬＬ ディジタル処理型位相同期発振盤 

39 ＳＶ ＩＦ 監視制御装置インタフェース 

40 ＭＴＸ ＳＷ マトリックススイッチ 

41 ＣＯＮＮＥＣＴ 接続部 

42 ＴＲＭ 連接端子箱 

43 352 ｋＩＦ 352 kインタフェース盤 

44 「 」ＩＦ－Ｕ 「 」インタフェースユニット 

45 ＮＳＥ－Ｕ 網同期ユニット 

46 6 Ｍ ＭＵＸ「 」 6 Ｍ多重変換盤 

47 192 ｋ ＩＦＳ「」 192 kディジタル専用線インタフェース盤 

 

. 


